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研究活動概要 
⼈間の睡眠/⽣体リズムに関して、⽣理学・認知科学・疫学・スポーツ科学など多⾯的アプローチから探求することを⽬的とする。

研究所員の構成は、精神科医・睡眠専⾨医 1 名、神経科学者 1 名、スポーツ⼼理学を研究対象とするもの 1 名、スポーツコン
ディショニングを専⾨とする者 1 名、健康科学・疫学を専⾨とする者 1 名、で構成される。招聘研究員は、睡眠科学や健康科学, 
神経科学の研究者、精神科医、アスレティックトレーナー、鍼灸師など、基礎分野から臨床分野まで幅広く含まれる。研究所員、
招聘研究員ともども、各⾃の専⾨領域の知⾒を⽣かして、睡眠/⽣体リズムの研究を⾏う。 
本研究所は、実際の社会⽣活に貢献できる睡眠・時間⽣物学的研究を主眼に置いている。新規なコンセプトを企画する企業な

ど外部組織との共同研究に積極的に取り組み、学術論⽂だけでなく、製品などプロダクトも産出していくことも模索している。また、
睡眠と⼼⾝の健康、スポーツとを関連させた健康増進・疾病予防という、ウェルビーイングに焦点を当てた研究も推進していきたい。 
学会や研究会などの学術報告にとどまらず、産業界や教育界など多⽅⾯の融合と研究萌芽の発⽣も狙っていく。上記のように、

睡眠/⽣体リズムの総合的研究を確⽴していくことを、今後の⽬標とする。 
 

特に有意義と考える活動、成果等 
株式会社 Yogibo との共同研究「ビーズソファが仮眠の効果
に及ぼす影響についての⽣理学的研究」 で得られた結果
が、学術雑誌”PeerJ”に掲載された。 
 
 
株式会社 TENTIAL との共同研究「リカバリースリープウェア
が睡眠構造に与える影響についての⽣理学的研究」 を開
始し、中間成果をプレスリリースした。 
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